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これまでの主な経過

2010年9月～12月 ・放射線シールド基本設計
(大きさ・高さ・壁厚などの決定、バルク遮蔽計算）

・ERL棟内の放射化物回収作業
・放射線シールド内空調システムの概念設計

2011年1月～3月 ・放射線シールド詳細設計
（ブロック割り・耐震シミュレーション・貫通孔）

・ERL棟内ホール床の線量測定と床塗装作業

2011年 3月11日 ・東日本大震災発生

2011年4月～6月 ・震災を受けて耐震シュミレーションの見直し作業
加振力の設定を、0.25G→0.5G

・ERL棟内立入り禁止措置

2011年 9月 ・ERL棟内測量作業
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これまでの主な経過と今後の予定

2011年11月 ・開札（施工業者決定）

2011年12月 ・ブロック製造用詳細図面設計
・工程の調整
・コンクリートブロック製造開始

2012年 2月 ・ERL開発棟でのコンクリートブロック設置開始
１）入射部付近の壁部分を先行設置
２）外壁部・中壁部の設置
３）天井部（頂板）の設置

2012年 9月 ・完成予定

2012年10月 ・空調設備工事等開始
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A）放射線遮蔽用コンクリートシールド製造と設置工事
１）現状
・コンクリートブロック総数305体のうち、現在壁部分がほぼ設置済み。
・現在までに行われてた工事は、

A) コンクリートブロックの搬入
B) ブロックを床に固定するためのアンカー設置

（床面が放射化している部分は、
GHを設置しての放射化物加工作業となる。）

C) コンクリートブロックを立てて設置固定
D) ピットの必要部分の穴埋め（配管穴設置）

２）遮蔽体製造工場での検査（4月16日）
ブロックの、密度、強度、寸法、員数の検査
新規製作するコンクリートブロックは、5月半ばに全数完成済み

３）今後の工事
天井部分の設置
旧東カウンターホールで使用されていたコンクリートブロックの設置
A) 9000平米からの運搬
B) 吊り用ボルト穴と設置用アンカーの施工

（放射化しているブロックはGH内での作業）



6
6

現在、製造・設置を行っている、
cERL遮蔽体の全体図

総コンクリートブロック数：３０５個
総重量：４８６２トン

20m

64m

5m

床との結合部分

壁部と天井部との結合
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外壁部の構造

・壁は１枚構造（厚さ1.5m）で、
ブロック境界をクランク構造とする

・床とブロックとの接合金具を
1.5m当たり２か所取り付ける

実際の北側外壁のブロック構成
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遮蔽体壁と床との接合方法（耐震増強後）
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立て起こし 水平調整

所定位置に設置 床に固定して完了
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ERL開発棟
（旧東カウンターホール）の状況

管理区域が縮小された
（2011年10月より）

・現在のフェンス内から
建物のみが管理区域となる

・建設工事が容易となる

・建物４か所の電気錠で管理

・強い放射化物は壁際に置かない

・cERLコミッショニング時の申請の際に、
もとのフェンスに戻す予定

変更前

変更後
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１）遮蔽体工事の現状 （2012年6月4日現在）
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１）遮蔽体工事の現状
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3月

4月

5月

遮蔽体据付順序
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ピットを埋めてブロック設置

必要な所には、埋めたピットに貫通孔を準備
（冷却水や排水管用）
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遮蔽体の貫通孔を遮蔽材で埋めてみる

放射化している床面への加工作業
（グリーンハウスを設け、
タイベックススーツ着用
移動時には床面のスミア検査実施）
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A）放射線遮蔽用コンクリートシールド製造と設置工事
１）現状
・コンクリートブロック総数305体のうち、現在壁部分がほぼ設置済み。
・現在までに行われてた工事は、

A) コンクリートブロックの搬入
B) ブロックを床に固定するためのアンカー設置

（床面が放射化している部分は、
GHを設置しての放射化物加工作業となる。）

C) コンクリートブロックを立てて設置固定
D) ピットの必要部分の穴埋め（配管穴設置）

２）遮蔽体製造工場での検査（4月16日）
ブロックの、密度、強度、寸法、員数の検査
新規製作するコンクリートブロックは、5月半ばに全数完成済み

３）今後の工事
天井部分の設置
旧東カウンターホールで使用されていたコンクリートブロックの設置
A) 9000平米からの運搬
B) 吊り用ボルト穴と設置用アンカーの施工

（放射化しているブロックはGH内での作業）
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工場での検査の様子（2012/04/16）
（5月中に新規製作分は全数完成）

密度検査 強度検査

寸法検査 員数検査
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工場内の様子

鉄筋を組む 型枠に入れてコンクリートを流し込む

ストックヤード
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A）放射線遮蔽用コンクリートシールド製造と設置工事
１）現状
・コンクリートブロック総数305体のうち、現在壁部分がほぼ設置済み。
・現在までに行われてた工事は、

A) コンクリートブロックの搬入
B) ブロックを床に固定するためのアンカー設置

（床面が放射化している部分は、
GHを設置しての放射化物加工作業となる。）

C) コンクリートブロックを立てて設置固定
D) ピットの必要部分の穴埋め（配管穴設置）

２）遮蔽体製造工場での検査（4月16日）
ブロックの、密度、強度、寸法、員数の検査
新規製作するコンクリートブロックは、5月半ばに全数完成済み

３）今後の工事
天井部分の設置
旧東カウンターホールで使用されていたコンクリートブロックの設置
A) 9000平米からの運搬
B) 吊り用ボルト穴と設置用アンカーの施工

（放射化しているブロックはGH内での作業）



20

遮蔽体の平面図（ブロック割り）

既設ブロック39個の再利用
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9000平米から既存ブロックを再度搬入している（安全徹底注意）
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既存ブロックの状態

30年間の劣化

多数の貫通孔

一周ぐるりと廻る亀裂

亀裂

再利用するには大規模な補修が必要
（工期と費用が発生）
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２）遮蔽体完成後に行う工事及び作業類

加速器室内の空調工事
加速器室内の排水系工事
加速器室内の排気系工事
加速器室内の照明・分電盤・火災報知器・酸素濃度計などの取付工事
貫通孔を遮蔽物で埋める作業
インターロック関連機器の取り付け
加速器室内の冷却水系統（A系）の配管敷設作業

→できるだけ「前倒し」で工事を行えるように調整中
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B1）加速器室内空調設備

・35MeV運転が開始できる必要充分なシステムでありかつ
将来拡張が可能なシステムとした。

・現在、入札公示が官報に掲載中

B2）ERL開発棟排水システム設計

・ERL開発棟は現在、PS加速器と同じ排水システムである。
・cERL運転に向けて、PS系とは別の独自のシステムを構築する。
・現在システム設計が終了し、空調設備工事と一括して入札中。
・ECH機械室横のタンク（ステンレス製）を有効活用するシステムである。

B3）ERL開発棟排気システム設計

・超伝導加速空洞でのヘリウム使用、および液体窒素の使用もあり、
約30分で加速器室内の換気を行える、排気システムを設ける。

・これも上記空調設備工事と一括して入札中。
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cERL空調系設計

将来の増強時に対応可能な設計
当初は10台中5台のみ稼働



26
cERL排気系設計

排気設備は、ヘリウムの噴出にも対応
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C）東カウンターホール ネットワークシステム

・cERL運転に対応できるネットワークシステムを設計・設置し、現在稼働中。
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D）安全系（インターロック）

・ cERLのPPS（Personal Protection System）の構成を検討
•電気錠、インターロック扉 → 通常入退域扉、ビームダンプ入口、脱出扉
•個人キーシステム → 通常入退域扉
•非常停止スイッチ → 制御室、シールド内（14個）
•自動運転表示装置（2個）、パトライト（14個） → 通常入退域扉、退出扉
•安全管理装置（PLC） → 制御室
•トンネル等監視装置（ネットワークカメラ） → 制御室、通常入退域扉、脱出扉、シールド内
•PPS状態モニタ装置 → 制御室、（必要に応じて）各現場
•放射線エリアモニター → 放射線科学センターで用意

・PPSがFailとなった時の動作

・Failとなる主な条件

oインターロック扉が開いた

o非常停止スイッチが押された

o放射線エリアモニターが働いた

o入域時

・動作

oレーザーをOFFする

o電子銃のHVをOFFする

o超伝導空洞のRFをOFFする

oシャッターを挿入する

・PPSおよびMPS (Machine Protection System)の一部の
試作と試験を開始

・速いビームロス検出システム(μsecオーダー）の試作と試験を開始する
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PPS配置案

非常停止、パトライト、カメラ

電気錠、インターロック扉、自動運転表示

個人キーシステム
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まとめ

現在までの状況

（１）放射線遮蔽用のシールドブロックの製作・設置工事が進行中である。
＊現在、外壁および中壁が完成し、天井部分の設置へ移る
＊但し、再利用する予定の既存コンクリートブロックに関しては、

大規模な補修等の対策が必要な状況である
（２）加速器室用の空調設備の設計が完了し、入札中である

＊ERL開発棟独自の排水・排気システムも同じく入札中
（３）放射線安全システムの検討を行っている

今後の予定

（１）放射線遮蔽シールドの完成後、
＊空調設備の設置工事
＊排気・排水設備の設置工事
＊照明・配電盤などの電気工事
＊インターロック機器の設置と配線工事
＊遮蔽体貫通孔の遮蔽作業

など多くの関連工事が予定されている。


